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研究されている方法は、血管内皮増殖因子 (vascdar endothehtt growth
色ctor i VEGF)、塩基性線維芽細胞増殖因子(basたibrObLst growth ttctor:







































Bbtinラベル GSL―I B4免疫染色、および平滑筋 α―actin免疫染色の光頭で
は脈管密度、脈管管比ともにPD―ECGF/TP群がLacZ群、生食群と比較して有
意に高値を示した。
下腿正L圧左右差は30日日、40日目でPD―ECGF/TP群がLacZ群、生食群と
比較して有意に高値を示した(P〈0.01)。
左大腿のangiographic scoreイま、PD―ECGF/TP群がLacZ群、牛_食群と,ヒ較
して有意に高値を示した(P〈0.03)。
【結語】
ウサギ重症虚血肢モデルにおいてPD―ECGF/TP遺伝子を組み込んだプラス
ミドベクター を大腿内転筋群に筋注することにより、PD―ECGF/TPが高発現し、
組織検査でも微小血管、微小動脈が増生していることが確認された。
血管造影検査にて側副血行路が有意に発達し、下腿血圧左右差も有意に改
善した。
PD―ECGF/TP遺伝子導入による重症虚血肢に対する新たな治療法の可能
性が示唆された。
